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本ワークの目的・流れについて
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本日の流れ

流れ
①目的・流
れの説明

②事例共有
③ワークA

目指すべき街の絵姿
を作る

休
憩

④ワークB
脱炭素化する方法に
ついてアイデア出し

⑤ワークC
公共施設脱炭素化の
具体的方法及び課題

の抽出

⑥全体発表

概要

目的および
全体の流れ
を説明

• 事例集の見
方を説明

• 事例の共有

• 目指すべき街につ
いて脱炭素にかか
わらず自由にアイデ
アを発想

• 「目指すべき街」を
脱炭素化する方
法についてアイデア
発想

• 公共施設脱炭素化
を実現するための具
体的方法・課題に
ついて整理

発表・講評

時間 5分 15分
• ワーク：15分
• とりまとめ：10分

10
分

• ワーク：15分
• とりまとめ：10分

・ ワーク：15分
・ 発表準備：10分

25分

全体の流れ（1３0分）

◼本ワークの目的

• 各市町村が抱える地域課題解決に脱炭素化の取組を活用できるという気づきを得る。

• 公共施設脱炭素化は、単に省エネや再エネによって脱炭素化するのみならず、レジリエ
ンス強化やまちづくりに結びつく重要な取組であるということを知る。

• 公共施設脱炭素化の取り組みを実施する際の課題（自治体内の合意形成、資金、
人材、契約方法 など）を解決するきっかけを得る。
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事例集の見方、事例の共有



4

事例集の見方

◼事例集の見方について

記載内容

① タグ

➢ 青：脱炭素化の手法

➢ 橙：導入されている施設

➢ 緑：事業による効果（概要）

②自治体名

③概要、導入規模等

④事業の工夫したポイント

⑤具体的な事業の効果

事業における工夫したポイントやその
効果から地域課題解決におけるヒント

を得られる可能性が高い

公共施設の脱炭素化の先行事例

「重点対策加速化事業」 「地域レジリエンス事業」

① ②

③
④

⑤

① ①②

③

④

⑤

②

③

④
⑤

•公共施設等の脱炭素化の先行事例や、「重点対策加速化事業」「地域レジリエンス・脱炭素化を同時実現する公共施設への自立・分散型エネルギー設備等導入推進事業」の事例集より転載。
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事例集の見方 事例①

• 交通環境整備
（EVカーシェア）

• 環境教育
（太陽光発電の意義
理解）

◼重点対策加速化事業
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事例集の見方 事例②

• レジリエンス
（蓄電池からの電力
共有）

• 環境教育
（災害対策機能の説
明及びその普及促進）

◼地域レジリエンス・脱炭素化を同時実現する公共施設への自立・分散型エネルギー設備
等導入推進事業
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ワークA
目指すべき街の絵姿を創る
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ワークA 「目指すべき街の絵姿についての発想」

グループ毎に設定された「目指すべき街」とはどのような街かのアイデアを出す。

（グループワーク）

【実施の手順】
ステップ１ ブレインストーミングで発想

• 目指すべき街はどのような街か、その街には何があるか、どのようなものが必要か を
アイデア発想し、付箋に書き出す。

• この段階では脱炭素にかかわらず自由に、できるだけ具体的なアイデアを出す

＜ルール＞
（1）批判厳禁（発想にダメ出しをしない）
（2）自由奔放（何を発言しても良い）
（3）質より量 （まずは数を沢山出す）
（4) 結合改善（他者の発想と結びつける）

ステップ２ 出てきたアイデアをグループ化してとりまとめる。

• アイデアをグループ化して取りまとめ、文章化する。
• 面的なアイデア・取組も検討する。
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休憩
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ワークB
ワークAで検討した「目指すべき街」を脱炭素化の観点

を入れて実現する方法についてアイデア出し
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ワークB 「脱炭素化する方法についてアイデア出し」

ワークAで検討した「目指すべき街」を脱炭素化の観点を入れて実現する方法につ
いてアイデア出し（グループワーク）

• 「目指すべき街」を脱炭素化の観点を入れて実現する方法についてアイデアを出す。

• 「公共施設の取組」と「公共施設以外の取組」をそれぞれアイデア出し。

• できるだけ具体的なアイデアを発想する。

• 点の取組だけでなく、複数の取組を組み合わせて面的にエリアとして実行していくよう
な取組も考慮する。
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ワークB 「脱炭素化する方法についてアイデア出し」

【実施の手順】
ステップ１ BW法（ブレインライティング）でアイデア発想

ステップ２ グループ全員のワークシートBをとりまとめる

① 全員がそれぞれ、ワークシートBの最上部の１行目に脱炭素化の具体策と実施する

上での課題・問題点のアイデアを「公共施設の取組」と「公共施設以外の取組」に分

けて付箋に書いて貼る。

例 具体策：小学校にPV導入

課題：古い建物で耐荷重が心配

＜進め方＞

② 時間が来たらシートをそれぞれ左隣の人に渡す。

③ 全員がそれぞれ、ワークシートBの2行目に自分のアイデアを付箋に書いて貼る。

④ 上記②、③を繰り返す

(アイデア発想のルール)

・上の行のアイデアを発展させる、上のアイデアからヒントを得たものを発想する。

・上の行に空欄があれば記入してよい

（ルール）時間が来たら、４アイデアを全て書き終えていなくても次の人にまわす。

←１人目

←２人目

←３人目

・

・

時間が来たらシートを

左隣の人に渡す
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ワークC
公共施設脱炭素化にあたっての課題の抽出
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ワークC 「公共施設脱炭素化の具体的方法及び課題の抽出」

ワークBでアイデアを出したもののうち「公共施設」について、脱炭素化するにあたって
の具体的方法及びその実施にあたって想定される課題を整理（グループワーク）

【実施の手順】
ステップ１ 公共施設脱炭素化の具体案をまとめる

ステップ２ 発表の準備 発表者を決め、発表のポイントを話し合う。

• 公共施設が複数ある場合は１つピックアップ。
• 事例集等も参考にしつつ、抽出した公共施設の脱炭素化を実現するための具体的
方法及び取組を進める上での問題点や対応策について整理する。

• 各市町村が実際に直面している課題等について記載するのでもよい。
• ワークBのまとめを活用し、なるべく具体的に、ポイントを押さえてまとめる。
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全体発表、講評

◼発表：グループ毎に、ワークシートCを用いて発表

講師からの講評・アドバイス

＜発表の方法は以下の通り＞

① 私達のグループの目指す街は「〇〇の街」です

② 「〇〇の街」は、□□や△△があり、これこれこうなっている街と仮定しました。

③ この街を脱炭素化するには、 □□や△△といった取組ができると考えました。

④ その中で公共施設である〇〇を□□（脱炭素化する方法）することによって、街の脱
炭素化に貢献できると考えます。

⑤ 公共施設脱炭素化にあたって想定する課題として〇〇や□□があると考えました。
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